
そえだそえだ  S o e d a 
P u b l i c 
  R e l a t i o n s

報広
いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

◎第48回添田町総合文化祭
ホールに響く幻想的な三味線の音色
11月３日に行われた芸能発表の部。最終発表者は津軽三味線高橋会、岡村都一さんによる三味線

「黒田節」の演奏でした。三味線のクリアで澄んだ音が静寂の中で一層際立ち、まるでホールが現実
から切り離されたかのような感覚をもたらす、素晴らしい演奏でした。（文化祭の詳細は最終ページ）



　

親
族
や
警
察
官
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

立
場
に
な
り
す
ま
し
た
ニ
セ
者（
犯
人
）

が
、
電
話
を
悪
用
し
て
行
う
ニ
セ
電
話

詐
欺
。
組
織
化
さ
れ
た
犯
罪
者
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
ニ
セ
電
話
詐
欺
は
、
架
空
料

金
請
求
詐
欺
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
で

常
に
新
た
な
手
口
が
出
現
し
て
お
り
、

近
年
、
被
害
の
認
知
件
数
、
被
害
額
と

も
に
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
中
の
福
岡
県
内
で
の
ニ
セ
電
話

詐
欺
被
害
は
認
知
件
数
576
件
（
前
年
比

57
％
増
）、
被
害
額
13
億
３
１
４
９
万

円
（
前
年
比
44
％
増
）
と
令
和
４
年
か

ら
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
加
え
昨
年
下
半
期

ご
ろ
か
ら
全
国
で
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
悪
用
し
た

詐
欺
が
激
増
し
て
い
ま
す
。
著
名
人
な

ど
に
な
り
す
ま
し
「
絶
対
に
儲
か
る
」

「
元
本
保
証
」
な
ど
と
う
た
い
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
や
り
取
り
し
て
関
係
を
深
め

金
銭
を
だ
ま
し
取
る
『
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資

詐
欺
』
や
、
同
じ
よ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
や
り
取
り
で
信
頼
を
深
め
、
恋
愛
感

情
な
ど
を
抱
か
せ
金
銭
を
だ
ま
し
取
る

『
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
』
の
被
害

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
が
増
加
す
る
背
景
に
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
が
普
及
し
て
、
容

易
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
投
資
へ

の
関
心
の
高
ま
り
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
不
安
を
あ
お
る
ニ
セ
電
話

詐
欺
と
異
な
り
、
実
際
に
金
銭
を
だ
ま

し
取
る
前
に
被
害
者
に
親
近
感
や
信
頼

感
を
抱
か
せ
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
庁
の
調
査
で
は
今
年
の
１
月
か

ら
９
月
末
ま
で
に
全
国
で
判
明
し
た
Ｓ

Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
被
害

額
が
約
974
億
３
千
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。
福
岡
県
内
で
も
令
和
６
年
１
月

か
ら
９
月
末
ま
で
の
９
か
月
間
で
約

　著名人の名前や写真を使って広
告を出したり、ＳＮＳなどで投資
に関するメッセージをやり取りし
関係を深め、投資すれば利益が得
られるものと誤信させ投資アプリ
などに誘導し、投資金などの名目
で金銭をだまし取られる詐欺。
▶予防のポイント
▷「絶対儲かる」「元本保証」とい
う話は詐欺です

あなたの大切な財産を狙う
詐欺にご注意を

オ
レ
オ
レ
か
ら
20
年

巧
妙
化
す
る
ニ
セ
電
話
詐
欺

被
害
は
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
約
５
倍

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

被害額
67億
６千万円

架空料金請求詐欺
約３億９千万円
（306件）

オレオレ詐欺
約６億円
（96件）

その他ニセ電話詐欺
約１億６千万円
（120件）

ＳＮＳ型投資詐欺
約33億７千万円
（286件）

ＳＮＳ型ロマンス詐欺
（投資名目）
約20億９千万円
（204件）

その他のロマンス等名目詐欺
約１億５千万円（30件）

「
私
は
大
丈
夫
！
」
本
当
に
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

だ
ま
し
取
ら
れ
た
お
金
は
回
収
困
難

対
策
は
詐
欺
を
知
る
こ
と・疑
う
こ
と

SNS型投資・
ロマンス詐欺計
約56億１千万円（520件）

ニセ電話詐欺計
約11億５千万円
（522件）

▶
▷
う

　インスタグラムやＬＩＮＥなどのＳＮ
Ｓやマッチングアプリを悪用したＳＮＳ
型投資・ロマンス詐欺が全国的に増加し
ています。県内では今まで詐欺被害の大
部分を占めていたオレオレ詐欺などのニ
セ電話詐欺の被害と比較しても、令和６
年１月から９月までの被害件数は500件
あまりとさほど変わりませんが被害額は
ニセ電話の約11億円に対し、ＳＮＳ型投
資・ロマンス詐欺は約56億円と大きな被
害が発生しています。
　被害者の年齢層は10代から80代まで幅
広く、多額の被害が発生しています。詐
欺の入口に使われるツールはインスタグ
ラムやマッチングアプリなど様々です
が、最終的な金銭の振り込み指示などの
連絡ツールは約９割がＬＩＮＥです。
　被害者の多くは犯人と長い期間、ＳＮ
Ｓでやり取りを行っているため相手を信
じ込んでいる場合が多く、多額の振り込
みにもためらいを持たないことから、被
害額が激増しています。ＳＮＳを利用す
る際は、必要に応じて受信拒否設定やＬ
ＩＮＥへの通報を行ってください。個人
名義の口座へ入金依頼があったときは、
詐欺を強く疑い、焦って判断せずに信頼
できる人や家族、警察などの関係機関に
相談しましょう。
　また、田川警察署では、皆さんのお宅
に訪問する不審な業者に対する注意喚起
を行っています。不審な業者は突然訪問
　　　　してきて、「今すぐ工事が必要」
　　　　　　など不安をあおります。対
　　　　　　応はインターホン越しに行
　　　　　　い、必要がないときはきっ
　　　　　　ぱり断りましょう。直接対
　　　　　　応してしまったときは、そ
　　　　　　　　　　　の場では点検や
　　　　　　　　　　　　契約などを行
　　　　　　　　　　　　　わないよう
　　　　　　　　　　　　　　に注意く
　　　　　　　　　　　　　　　　ださ
　　　　　　　　　　　　　　　　い。

絶
対
儲
か
る
・
元
本
保
証
は
全
部
詐
欺

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
が
多
発
中

　

老
後
資
金
や
住
宅
資
金
な
ど
、
こ
つ
こ
つ
貯
め
た
貴
重
な
財
産
を
一
瞬
で
奪
い
取
る
詐
欺
行
為
。
数
年
前
ま
で
は
オ
レ
オ
レ
詐

欺
な
ど
ニ
セ
電
話
に
よ
る
詐
欺
が
被
害
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
が
激
増
。
一

生
懸
命
貯
め
た
お
金
が
、一
瞬
で
消
え
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
嘘
み
た
い
な
悲
劇
が
実
際
に
県
内
で
、田
川
地
域
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

今
、
注
意
す
る
べ
き
詐
欺
行
為
を
防
犯
の
プ
ロ
、
田
川
警
察
署
生
活
安
全
課　

梁や
な
い井
健け
ん
た
ろ
う

太
郎
警
部
補
に
聞
き
ま
し
た
。

56
億
円
の
被
害
が
、
田
川
警
察
署
管
内

で
も
３
件
、
約
１
４
１
０
万
円
の
被
害

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
セ
電
話
詐
欺
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
も
一
度
だ
ま
し
取
ら
れ

た（
振
り
込
ん
だ
）お
金
を
取
り
戻
す
こ

と
は
、非
常
に
困
難
で
す
。ニ
セ
電
話
詐

欺
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、
お
金
を
振
り

込
む
前
に
家
族
や
警
察
に
相
談
く
だ
さ

い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

は
時
間
を
か
け
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

か
ら
詐
欺
の
疑
念
を
持
ち
に
く
い
特
徴

が
あ
り
ま
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
相
手
か
ら

金
銭
を
要
求
さ
れ
た
と
き
は
、
迷
う
こ

と
な
く
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　ＳＮＳなどを通じて対面するこ
となく、恋愛感情や親近感を抱か
せながら関係を深め、架空の事実
を口実として交際の継続や結婚を
前提とした各種名目で金銭をだま
し取られる詐欺。
▶予防のポイント
▷ＳＮＳの相手から「２人の将来
のために投資しよう」などの話は
詐欺を疑ってください

　使っていない有料サイトの利用
料金があるなど、架空の事実を口
実とし、料金を支払わせようとす
る詐欺。
▶予防のポイント
▷身に覚えのない請求に対しては
全部無視

　身内になりすました犯人からト
ラブルの示談金などの名目で金銭
をだまし取られる詐欺。
▶予防のポイント
▷相手が身内を名乗っても、あら
かじめ把握している本人の番号に
電話をかけ直して確認を

問田川警察署（☎42-0110）

いまだに騙される人多数！
オレオレ詐欺

未払通知に騙されるな！
架空料金請求詐欺

甘い言葉は偽装恋愛
ＳＮＳ型ロマンス詐欺

絶対儲かる話なんてない！
ＳＮＳ型投資詐欺

詐欺の実態を知ることが防犯への第１歩！実際にある詐欺

→
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

　

の
詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ
で
確
認

田川警察署生活安全課

梁井  健太郎  警部補

３　広報そえだ（令和６年 12月号） 広報そえだ（令和６年 12月号）　２

こんなに‼福岡県内での令和６年１月～９月末
ニセ電話、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺被害の実態

「楽して稼げる」「投資で
成功した人を紹介する」
は詐欺を強く疑って！！



手当（主なもの） 内容及び支給単価 国の制度

扶養手当
配偶者6,500円　子10,000円

　その他の扶養親族6,500円
　 16歳から22歳までの子１人につき5,000円加算

同左

住居手当

【貸家貸間】16,000円を超える部分最高28,000円
※令和２年４月１日改正より減額になるものについて令　

　和５年度まで経過措置あり
【自宅】令和２年４月１日廃止
※令和２年４月１日の前日に支給していた職員は令和６　

　年度まで月額2,500円支給の経過措置あり

【貸家貸間】経過措置
は令和５年度末で終了
【自宅】自宅に係る手
当及び経過措置なし

通勤手当 　交通機関利用者全額支給55,000円限度
　自家用車利用者２㎞以上2,000円～31,600円 同左

管理職手当 　監督管理職にあるもの　給与月額の10/100以内 官職に応じ定額支給
宿日直手当 　一般の宿日直日額4,400円　常直月額22,000円 同左
期末手当 　2.45月分（再任用については1.375月分） 同左
勤勉手当 　2.05月分（再任用については0.975月分） 同左
時間外勤務手当 　正規の勤務時間以外に勤務した職員に対して支給 同左

３　職員の勤務時間その他勤務条件の状況

年 度　 令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

過去5年間の
増減数と率（％）　部 門

一般行政 103 104 102 101 102 99 △4 △3.9％
教育 23 20 20 20 20 20 △3 △13.0％
消防 ― ― ― ― ― ― ― ―
普通会計 126 124 122 121 122 119 △ 7 △5.6%

公営企業等会計 16 17 16 14 14 13 △ 3 △18.8％
計 142 141 138 135 136 132 △10  △7.0%

職員数
区分

20歳
未満

20歳
〜
23歳

24歳
〜
27歳

28歳
〜
31歳

32歳
〜
35歳

36歳
〜
39歳

40歳
〜
43歳

44歳
〜
47歳

48歳
〜
51歳

52歳
〜
55歳

56歳
〜
59歳

60歳
以上 計

令和５年度 １ ８ 11 ５ 22 24 12 14 14 11 14 ０ 136
令和６年度 １ ４ 13 ６ 19 26 11 13 15 11 13 ０ 132

（２）職員数の推移

職員数
（A）

給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

122人 ４億184万
６千円

6,386万
1千円

１億
7,730万円

6億4,300万
７千円

【参考】一人当たり給与費（Ｂ／Ａ）　527万円
※１　職員手当には退職手当及び児童手当を含まない。
　２　職員数は、令和５年４月１日現在の人数である。また任期
　　　付短時間勤務職員、再任用職員（短時間勤務）は含まない。
　３　給与費は、任期付短時間勤務職員及び再任用職員（短時間
　　　勤務）の給与費を含む（令和５年度の再任用職員（短時間
　　　勤務）は６人）。
　４　職員給与費の状況に会計年度任用職員は含まない。
　　

（３）年齢別職員構成の状況（各年４月１日現在）

※各年における定員管理調査において報告した部門別職員数

２　職員の給与の状況

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
添田町 41.3歳 307,100円 345,400円

※１　「平均給料月額」とは、令和６年４月１日現在における職
　　　員の基本給の平均である。
　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養
　　　手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべて
　　　の諸手当の額を合計したもの。

区　分 添田町 国

一般行政職
大学卒 196,200円 196,200円
高校卒 166,600円 166,600円

（２）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
（令和６年４月１日現在）

（３）職員の初任給の状況（令和６年４月１日現在）

（４）職員の手当の状況（令和６年４月１日現在）

始業時間 終業時間 休息時間 １週間の勤務時間
８時30分 17時15分 12時～13時 38時間45分
※　職場などにより上記と異なる場合がある。

休暇の種類（主なもの） 休暇の期間
年次有給休暇 年20日

病気休暇  結核性疾患の場合、１年以内
 その他の疾病の場合、90日以内

特
別
休
暇

職員の結婚休暇  連続する５日の範囲内

出生サポート休暇  不妊治療による通院等5日の範囲内（体外受精等の場合、10日の範囲内）

産前・産後休暇  産前６週間（多児妊娠の場合は14週間）
 産後８週間

妻の出産休暇  ２日の範囲内
子の看護休暇  中学生までの子1人につき５日の範囲内
忌引  親族に応じ１日～７日の範囲内
夏季休暇  ６月～10月の期間に５日の範囲内

（１）勤務時間

１　職員の任免及び職員数に関する状況

年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度任免
採用者数 3 6 ２ ７ ４ ５
退職者数 5 3 10 ７ ２ ９

（１）職員の任免状況

（１）職員給与費の状況（令和５年度普通会計決算）

（５）特別職の報酬等の状況
　　（令和６年４月１日現在）

（２）休暇

６　職員の服務の状況

区　分 内　容 違反者
法令等及び上司の職務上の命令に従う義務 法令に従い、かつ、上司の職務命令に従わなければならない ０
信用失墜行為の禁止 職の信用を傷つけ、又は職の不名誉になるような行為をしてはならない ０
秘密を守る義務 職務上知り得た秘密を漏らしてはならない ０
職務に専念する義務 勤務時間中、職務にのみ専念しなければならない ０
政治的行為の制限 政治的活動をしてはならない ０
争議行為等の禁止 ストライキ等をしてはならない ０
営利事業等の従事制限 営利を目的とする私企業を営み、又は役員等になり報酬を得てはならない ０

７　職員の研修の状況（令和５年度）

研修内容 受講者数

派遣研修（民間企業などへの派遣研修） ０人

福岡県市町村職員研修所研修 延　66人

一般研修
（人事評価研修など） 延　138人

人権・同和研修
（田川地区自治体職員研修など） 延　164人

８　職員の福祉と利益の保護の状況（令和５年度）

内　容 受診者数
職員の定期健康診断 133人
職員の定期歯科検診 70人

（１）職員の健康診断の状況

（2）公平委員会からの勧告に基づく勤務条件などの
　是正勧告

内　容 該当者数
勤務条件 0件
不利益処分 0件

　添田町人事行政の運営等
の状況の公表に関する条例
に基づき、町の人事行政の
運営状況をお知らせします。
問役場総務課総務係（☎82-1231）

区　分 給料月額等 期末手当

給
料

町　長 762,000円 2.45月分

副町長 611,000円 2.45月分

報
酬

議　長 304,000円 2.45月分

副議長 269,000円 2.45月分

議　員 248,000円 2.45月分

５　職員の退職管理の状況

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

内　容 降　任 免　職 休　職 降　級

分限処分者数 ― ― １人
（傷病等） ―

懲戒処分者数 ― ― ― ―

退職者数 管理職職員 管理職以外 合　計

退職者数 ３人 ６人 ９人

職員の退職状況（令和５年４月１日～令和６年3月31日）

令和５年４月１日～令和６年3月31日

再就職先 公益法人等 非営利団体 営利団体 その他

再就職者数 ０人 ０人 ０人 ０人

退職時に管理職にあった者についての公益法人等外部
組織に再就職した状況

９　職員の人事評価の状況

　職員一人ひとりの能力を引き出し、育て、活かして、
住民から期待され信頼される職員に成長すること、およ
び職場のコミュニケーションの円滑化を図り、組織の活
性化を図るため人事評価を実施しています。
（１）評価の種類
【業績評価】
①期初に設定した目標の達成度を期末に評価
【行動評価】
①成績評価：仕事の正確さや迅速性について評価
②能力評価：職責を果たすうえで発揮された能力につい
　　　　　　て評価

③態度評価：仕事に対する取り組み姿勢を評価
（２）対象者
　休職などの事由がある者は除き一般職の全職員
○昇給への人事評価の活用状況
【令和５年４月２日から令和６年４月１日までにおける運用】
人事評価を活用していない
○勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般職）
【令和５年度中における運用】
人事評価を活用していない／令和８年３月末までに活用
予定

５　広報そえだ（令和 6年 12月号） 広報そえだ（令和６年 12月号）　４
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催
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岡
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町
森
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）
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ま
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。
ま
た
、
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前
に
大
会
テ
ー
マ
を
町
内
小
学
校
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６
年
生
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集
。
応
募
の
あ
っ
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60
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森
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水
源
の
か
ん
養
、
土
砂
災
害
の
防
止
、
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
・
貯
蔵
な
ど
、
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
機
能
を
有
し
て
い
る

森
林
を
共
有
の
財
産
と
し
て
地
域
で
守
り
育
て
、

健
全
な
形
で
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
11
月
９
日
、
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
で

福
岡
県
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

↑みどりの誓いを述べる添田小学校６年生の児童 ↑服部知事、寺西町長から渡されるソメイヨシノの苗木 ↑緑化功労者表彰で寺西町長から表彰された皆さん

↑服部知事から表彰される添田小学校緑の少年団益田団長

森になれ　未来へ続く
小さな芽

問 役場農林業振興課林業振興係（☎82-1237）

↑↑カワヅザクラの記念植樹を行う（左から）畠田議長、松本さん、服部知事、寺西町長、江口県副議長

↑オープニングで披露された野田獅子楽

福岡県植樹祭 
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事
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、
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まちからのお知らせ＆情報

９　広報そえだ（令和６年 12月号）

人権が尊重され安心して暮らせるまちへ

12月は
人権擁護啓発強調月間です

添 田町国民健康保険では、特定健診
を行うことにより、自身の健康状

態を把握し生活習慣の見直しを
行うことで、生活習慣病の発症
や重症化を予防し、国民健康保
険加入者の健康増進と医療費の
適正化を目指しています。個別健診はかかりつけ
医で受診することができます。１年に１回、健診
を受診してカラダの声に耳を傾けましょう。
◉受診期限 令和７年３月31日㈪
◉自己負担額 500円
※特定健診を受診できる医療機関は
町ホームページで確認ください。

　　　　持病の治療で通院中だから特定健診は受
　　　　けなくてもいいのでは？

  治療中でも受診の対象です。自覚症状が
  なくても早期に見つけ出すために健診を
  受けましょう。

　　　　忙しくて、なかなか時間が取れないので
　　　　すが…

  特定健診にかかる時間は１時間ほどです。
  病気が進行すると治療にかかる費用や時
  間が余計にかかることになりますのでぜ
  ひ受診してください。

※特定健診の受診率向上を図るため、未受診者の
人に12月中旬からお知らせのはがきを送付します。
また、令和７年１月末から２月にかけて電話（☎
0120-003-699）で勧奨を行う予定です。

▶お買い物券には期限があります

６月に集団健診を受けた人、７月に個
　別健診を受けた人に水色の「道の駅歓
　遊舎ひこさんのお買い物券500円分」
　を送付しています。期限が過ぎると使用できな
　くなりますので忘れずにご使用ください。
※お買い物券の有効期限は12月31日㈫ですが、道
の駅歓遊舎ひこさんは12月31日㈫から１月３日㈮
まで休館していますのでご注意ください。
問 役場住民課保険年金係 （☎82-5966）

個別健診は３月31日までです

国保加入者の皆さん、特定健診は受診しましたか

12 月１日㈰～31日㈫は「添田町人権擁護啓
発強調月間」です。一人ひとりの人権が

尊重され、安心して心豊かに暮らせるまちを目指
し、町では期間中次のような取り組みを行います。
【主な取り組み】
▶人権啓発のチラシの配布
▶人権啓発のぼり旗、懸垂幕の設置
▶街頭・職場啓発、防災無線による啓発
▶人権ポスター、標語の展示
▶人権講演会の開催　など
【人権講演会を開催します】

◉とき 12月17日㈫ 18時30分～
◉ところ　オークホール
◉講師　黒部　美咲さん
　（NPO法人あなたのS

ソジー

OGIE副代
　表理事ほか）
◉演題　「LGBTQの基礎知識と性
　同一性障害の真実について」
◉参加費　無料
※手話通訳・託児（無料）あり

【LGBTQって何？？】

　　　
　 　

　　　
　　 　

レズビアン
同姓を好きになる女性
ゲイ
同姓を好きになる男性
バイセクシャル
同性も異性も恋愛対象になる人
トランスジェンダー
出生時に登録された性別に違和感のある人
クエスチョニング
自分の性別、恋愛対象の性別が決められない、決
めない人

L

G

B

T

Q

LGBTQとは上記の頭文字をまとめたもので性的少
数者の総称の一つです。性は、人の数だけバリエー
ションがあります。町では価値観や個性の違いを認
め合い、多様性が認められる社会を目指すため福岡
県パートナーシップ宣誓制度を活用し、行政サービ
スを提供しています。受けることができ
る行政サービスの内容など詳しくはホー
ムページで確認ください。
問 教育委員会社会教育課人権同和推進係
　 （☎82-5800）



My Town Topics
問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）
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身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。 まちの話題

９　広報そえだ（令和 6年 12月号） 広報そえだ（令和 6年 12月号）　８

　井上茂之さん（庄西）が、第24回福岡県農
林水産まつりで「農林水産賞園芸部門名誉賞」
を受賞しました。就農から55年の間、先進的
技術の導入などに尽力し、県花き園芸連合会
カーネーション部会長などの役職を務めるな
ど、地域の花き振興への貢献が評価されまし
た。井上さんは「筑豊から東京への販路拡大の
中で、さまざまな花き栽培についての情報を
得ることができるようになった。その情報を
活かして、何度も失敗を繰り返しながらも栽
培や販売を行い、ここまでくることができた。
今後も高品質な花きの生産と後継者の育成に
力を注ぎたい」と笑顔で語ってくれました。

第24回福岡県農林水産まつり

花への情熱は55年たっても色あせず↓11月14日、農林水産賞園芸部門名誉賞受賞報告に町長室を訪れた井上さん㊧と寺西町長㊨

11月17日、休校中の津野小学校で津野地区
の「小さな運動会」が開催されました。昨年
に続き２回目の小さな運動会は、６か月の乳
児から86歳のおじいちゃんまで約170人が参
加しました。上・中・下津野の地区別に５人
１組のチームに分かれ、グラウンドゴルフや
輪投げなどで真剣勝負。チーム戦のあとは各
地区から選出された代表選手が大声コンテス
トや障害物競走で競い、運動会の最後には玉
入れが行われました。コロナ禍前は小学校運
動会にあわせ地区運動会を実施していた津野
地区。当日は久しぶりに会ったという人も多
く、たくさんの笑顔が溢れていました。

令和６年津野地区小さな運動会

休校中の津野小学校に響く笑い声

↑簡単なようで意外と難しい輪投げ。高得点を狙います

↓開会式でのラジオ体操。大勢の参加で、久しぶりに体育館に活気が戻りました

↑二人三脚のリレー形式で盛り上がった障害物競走

ＢＲＴ彦山・桝田・添田駅前イベント

地域のおもてなしで駅前が賑やかに ↓たくさんの人が体験したゆずごしょうづくり（桝田）↓10店舗ほどが軒を並べた添田駅前市場マルシェ

↑新米や里いもなどの販売（彦山）↑大人気の焼きマシュマロ（彦山）↑豚汁のふるまいに行列も（桝田）

　紅葉を楽しむ人が多く訪れる11月に観光客
などをもてなそうとＢＲＴ添田駅・豊前桝田
駅・彦山駅の周辺で、イベントが開かれました。
３日に豊前桝田駅前で開かれたイベントでは
豚汁のふるまいやゆずごしょうづくり体験、
地元で採れた野菜の販売が、10日、彦山駅前
ではぜんざいのふるまいや焼きマシュマロの
販売のほか、防災施設で地域の皆さんによる
作品の展示が、24日の添田駅前ではお弁当や
パン・焼き芋などの販売のほか、３歳児まで
を対象としたベビーマッサージなどが行われ、
それぞれの会場で来場者に楽しんでもらおう
と趣向を凝らしたイベントで賑わいました。

11月１日、添
田町老人クラブ
連合会主催の秋
のスポーツ大会
が、そえだドー
ムで行われまし
た。「今日は子ど
もに返り、大い
に楽しみ遊びま
しょう」と宮田
会長の挨拶で始まった大会は約200人が参加。各地区、
グラウンドゴルフと輪投げに分かれ、和気あいあいとプ
レー。ドーム内に笑い声が響く楽しい一日となりました。

老人クラブ連合会秋のスポーツ大会

元気に動いて笑顔でつなぐ仲間の輪

↑当日は雨天のため、そえだドームで行われたグラウンドゴルフ

庄地区美化ボランティア

命の源、彦山川をみんなで美しく

↑背丈以上に伸びきった草を刈りとる参加者たち

　彦山川河川敷
をきれいにしよ
うと11月16日、
ボランティアに
よる清掃活動が
行われました。
彦山川沿いに住
む地域の人や、
河川工事を行う
事業者など合わ
せて85人が土

かわらけばし

器橋に集合し、河原の草刈りやゴミ拾いを
行いました。上流から流れてきたペットボトルや空き缶
などのごみは、２トンダンプにいっぱいとなりました。

日本画壇創玄会　井
いのうえしじょう

上紫城回顧遺作展

歴史ある中島家に展示された絵画

↑四季折々 の英彦山、岩石山や添田公園の絵画が展示されました

　国指定重要文
化財中島家住宅
で添田町出身の
画家、（故）井上
紫城さんの回顧
遺作展が11月10
日から24日まで
開かれ、多くの
人が訪れました。
明治23年に添田
町で生まれ、生前は添田や小倉、長崎県、東京都豊島区
で制作活動を行った井上さん。中島家には英彦山八十八
の景勝や岩石山の絵画など多くの作品が展示されました。

おんぶに抱っこマルシェ2024

親子で過ごす楽しいひととき

↑子どもたちに大人気だった魚つり。みんな大漁でした

第63回添田町子ども会球技大会

昨年に続きみんなで楽しんだ囲碁ボール

↑優勝は３目を２連そろえた野田子ども会でした

　添田町体育館
で11月10日、子
ども会球技大会
が行われました。
年齢や体力を問
わず楽しめる囲
碁ボールを競技
に、７チーム29
人が参加。７×
７のマス目に白
と黒のボールを交互に10球打ち、３球以上のボールを多
く並べたチームが勝利する囲碁ボール。児童たちは仲間
の打つボールに一喜一憂しながら、競技を楽しみました。

11月20日、町
立図書館と児童
館で、地域子育
て支援センター
主催のおんぶに
抱っこマルシェ
が開かれました。
魚つりなどのミ
ニゲームや身長・
体重測定、虹の会
による絵本の読み聞かせ、衣類交換など大人も子どもも
存分に楽しめるコーナーが盛りだくさん。会場には笑い
声や笑顔があふれ、心温まるひとときとなりました。

第３回福祉まつり

みんなが暮らしやすい社会を目指して

↑町内各福祉施設の紹介コーナーもありました

　添田町体育館
で11月９日、町
内社会福祉法人
主催の福祉まつ
りが行われまし
た。ステージで
は、真木保育園
児が鼓隊とダン
ス、添寿会がエ
イサー、添田中
学校吹奏楽部が演奏を披露。体験コーナーでは救急救命
体験やミニゲームが行われ屋外では焼きそばなどのキッ
チンカーも並び、多くの来場者で賑わいを見せました。
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問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎82-1236）歴まちコラム　　～歴史と文化のふる里探訪～

田
川
郡
で
は
平
成
２
（
１
９

９
０
）
年
か
ら
５
（
１
９

９
３
）
年
に
か
け
て
、
郡
内
の
社

寺
に
残
っ
て
い
る
絵
馬
の
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で

は
276
点
の
絵
馬
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
178
点
は
奉
納
年
が

分
か
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
も

の
が
19
点
、
そ
れ
以
降
の
も
の
が

159
点
で
す
。
郡
内
で
最
も
古
い
絵

馬
は
、
安
永
９
（
１
７
８
０
）
年

に
落
合
の
高
木
神
社
へ
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
す
。
絵
馬
の
大
き
さ
は

縦
86
㎝
×
横
114
㎝
で
、
白
馬
が
綱

で
繋
が
れ
て
い
る
絵
柄
か
ら
「
繋

つ
な
ぎ

馬う
ま
ず図

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
絵

馬
に
は
「
元
左
衛
門
」
と
い
う
名

が
見
え
、
奉
納
年
の
後
に「
端た

ん
ご午

」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
５

月
の
節
句
に
元
左
衛
門
が
子
や
孫

な
ど
の
成
長
を
願
っ
て
奉
納
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

町
内
に
は
「
繋
馬
図
」
以
外
に
も

125
点
の
絵
馬
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

最
も
多
く
残
っ
て
い
た
の
が
野
田

の
加
茂
神
社
で
23
点
で
す
。
そ
の

他
に
も
、
庄
の
菅
原
神
社
、
上
津

野
の
高
木
神
社
、
中
元
寺
の
諏
訪

神
社
な
ど
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
絵
馬
を
描
い
た
人

物
の
な
か
に
は
小
学
生
の

頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が
上
手
だ
っ

た
と
伝
わ
る
井い

の
う
え
し
じ
ょ
う

上
紫
城
の
名
前
が

見
ら
れ
ま
す
。
井
上
紫
城
は
明
治

23
（
１
８
９
０
）
年
に
添
田
町
内

で
生
ま
れ
、
絵
馬
の
ほ
か
に
も
風

景
画
を
得
意
と
し
た
よ
う
で
す
。

繊
細
な
筆
使
い
で
描
か
れ
た
風
景

画
は
岩
石
城
（
添
田
町
美
術
館
）

で
展
示
中
で
す
。
岩
石
城
で
は
、

町
内
出
身
の
画
家
と
し
て
北

き
た
む
ら
い
わ
お

村
巌

の
作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
北

村
巌
は
大
正
10
（
１
9
３
５
）
年

生
ま
れ
で
、
幼
少
の
時
か
ら
絵
を

好
み
、
い
く
つ
も
の
展
覧
会
に
入

選
す
る
ほ
ど
の
、
画
才
に
優
れ
た

人
で
す
。
こ
れ
ら
画
家
た
ち
の
作

品
は
岩
石
城
以
外
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
、
重
要
文
化
財
の
「
中
島

家
住
宅
」
に
は
井
上
紫
城
の
屏
風

絵
、
今
年
の
10
月
に
営
業
を
再
開

し
た
「
ひ
こ
さ
ん
ホ
テ
ル
和
」
の

ロ
ビ
ー
に
は
北
村
巌
の
絵
が
飾
ら

れ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
普
段
は
訪
れ
る
機
会

が
少
な
い
各
地
域
の
社
寺
で
、
地

域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
画
家
の
絵
馬

な
ど
を
ゆ
っ
く
り
と
眺
め
見
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
文
／
西
山
紘
二
学
芸
員
（
商
工

観
光
振
興
課
歴
史
文
化
財
係
）】

12
月
と
な
り
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
準
備
を
少
し
ず
つ
始
め
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
年
末
に
は
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、
新
年
に
は
初
詣
へ
行
き
、
一
年
の
願
い
ご
と
を

絵
馬
に
書
い
て
奉
納
す
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
歴
ま
ち
コ

ラ
ム
は
絵
馬
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
し
ま
す
。

田
川
郡
で
最
古
の
絵
馬
は

落
合
の
高
木
神
社
に
!?

◉
１
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

12
月
12
日
㈭
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

文
芸
歳
時
記

【
短
歌　

投
稿
】

擬
人
化
で
孫
の
変
わ
り
か
子
猫
と
の

　
　
　
　
　
　

躾
格
闘
老
い
て
ス
ト
レ
ス　

櫻
木
マ
サ
子

深
々
と
雑
木
茂
れ
る
奥
山
に

　
　
　
　
　
　

啼
く
冬
鹿
の
姿
は
見
え
ず　

独
活
山
強
実

「
い
や
寒
く
な
り
ま
し
た
ね
」が
合
言
葉

　
　
　
　
　
　

近
づ
い
て
く
る
冬
の
足
音　

佐
藤　
　

直

星
影
の
谷
間
き
ら
め
き
河
鹿
の
音

　
　
　
　
　

遠
く
近
く
こ
だ
ま
し
流
る
る　

柳
瀬　

一
徳

歳
月
の
速
き
流
れ
に
た
じ
ろ
ぎ
て

　
　
　
　
　
　

し
ば
し
呆
然
無
我
に
陥

お
ち
い

る　

西
村　

宗
雪

雄
鹿
の
吾
れ
を
見
据
え
て
動
か
ざ
る

　
　
　
　
　

恋
の
季
節
の
大ま

す
ら
お

丈
夫
な
ら
ん　

久
保
田
克
利

力
士
ら
の
雪
駄
の
音
が
響
く
駅

　
　
　
　
　
　

初
冬
を
告
げ
る
九
州
場
所　

山
本　

直
美

【
俳
句　

投
稿
】

新
し
く
赤
に
色
ず
く
紅
葉
か
な　
　
　
　
　

寺
本　

芳
寛

黄
落
や
英
彦
山
表
記
の
銅
鳥
居　
　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

か
う
か
う
と
竹
藪
越
し
に
鴨
の
声　
　
　
　

島
津
余
史
衣

冬
空
へ
伸
ぶ
る
庭
師
の
高
梯
子　
　
　
　
　

伊
井
寸
美
子

こ
と
ぶ
れ
の
ご
と
裏
口
に
朴
落
葉　
　
　
　

山
本　

仁
恵

茶
の
花
や
地
味
こ
そ
よ
け
れ
三
河
人　
　
　

天
野
ユ
キ
海

仕
舞
湯
の
底
に
残
れ
る
柚
子
の
種　
　
　
　

立
花　

克
明

冬
晴
れ
に
飛
行
機
雲
や
一
直
線　
　
　
　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
添
田
」で
あ
な
た
も
い
い
経
験　

原
田
祥
二
郎

再
開
の「
ひ
こ
さ
ん
ホ
テ
ル
」で
和

な
ご
み

ま
し
ょ
う　

原
田　

順
子

★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日）

　▷10日／虹の会読み聞かせ（給食）　▷17日／運動　
　遊び（給食）　▷24日／クリスマス（10・11・12月　
　生まれの）誕生日会
★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）

　▷６日／虹の会読み聞かせ　▷13日／カレンダー作
　り　▷20日／親子健康相談・おっぱい教室
　▷27日／おもちゃ遊び
★ベビーサークル「あっぷっぷ」

　▷11日　▷25日
★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」

　▷12日
★年内の子育て支援センターは 12月27日㈮までです。
　年明けは 1月６日㈪からです。１月15日㈬に劇団の
　のはなの観劇会を予定しています。
※詳しくは「おんぶにだっこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎ 85-0888）

室

／

地域子育て支援センター

　　　12月の予定

まちのホットNews

送信先

koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係 (☎82-4000)

荒井 向
ひまわり

日葵 ちゃん 
12月23日生 ❹ ・伊原

お歌が大好きなひまちゃん♡
たくさん食べて遊んで大きく
なーれ♡

12月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

未就学児のお子さんの

写真を募集します
①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を送信してください。

１月生まれの締め切りは、

12月12日㈭です。

【参考文献】　『福岡県の絵馬　第二集』福岡県博物館協議会・福岡県立美術館編（平成10年）

一針一針に子どもへの想いを込めて
布のおもちゃ制作

↑講師に教わりながら丁寧に縫っていく参加者

虹の会の皆さんと楽しむ絵本の時間
こどもとしょかんおはなし会

11月９日に町

立図書館で、秋
の読書週間に合
わせてこどもと
しょかんおはな
し会が開かれ、
たくさんの子ど
もたちが集まり
ました。添田町
虹の会の皆さん
が「どうながのプレッツェル」や「ねないこだれだ」
などおすすめの絵本４冊を心を込めて読みきかせ。子
どもたちだけではなく、一緒に図書館に訪れた保護者
の皆さんも熱心に耳を傾け、絵本を楽しんでいました。

↑心のこもった読み聞かせは大人も夢中に

喜劇、悲劇、愛、喜び、名作バレエから学ぶ
クラシックバレエ鑑賞教室

11月８日、落
合小学校でバレ
エ団シャンブル
ウエスト（東京
都八王子市）の
皆さんによるバ
レエ鑑賞教室が
開かれ、落合小
児童、くるみ保
育園児と地域の
人や保護者が鑑賞に訪れました。第１部ではくるみ割
り人形が舞われ、途中、落合小児童が一緒に出演する
場面も。第２部では白鳥の湖を、登場人物の心情や物
語の背景などの解説を聞きながら鑑賞しました。

↑舞台でバレエダンサーと一緒に踊る落合小の児童たち

11月８日、町
立児童館で、町

立図書館と子育

て支援センター

の共催による布

のおもちゃ制作

が行われました。

講師は虹の会の

皆さんで、この

日は全５回の講

座の最終回。くじらやうさぎ、ロケットなどの絵合わ

せができるように布を縫い合わせていき、ビーズやレ

ースなどを使ってアレンジを加え、温かみあるオリジ

ナルキューブパズルが完成しました。
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ま
す
。

▼
入
校
試
験
日　

令
和
７
年
１
月
24

　

日
㈮
／
筆
記
お
よ
び
面
接

▼
募
集
期
限　

令
和
７
年
１
月
16
日

　

㈭
▼
募
集
科　

▽
田

　

川
校
＝
電
気
工

　

事
科
、
自
動
車

　

整
備
科
、
木
工

　

家
具
科
、
エ
ク

　

ス
テ
リ
ア
左
官

　

科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科　

▽
小
竹
校
＝

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
自
動
車
整

　

備
科
、
機
械
加
工
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
、

　

建
築
科
、
デ
ザ
イ
ン
塗
装
科
、
介

　

護
サ
ー
ビ
ス
科

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
置

い
て
い
る
募
集
要
項
、
ま
た
は
職
業

　

み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

令
和
７
年
１
月
９
日

　

㈭
▼
入
所
選
考　

令
和
７
年
１
月
15
日

　

㈬
／
筆
記
お
よ
び
面
接

▼
施
設
見
学
会

12
月
17
日
㈫
、
令

　

和
７
年
１
月
８
日
㈬　

い
ず
れ
も

13
時
〜
２
時
間
程
度
／
予
約
不
要

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

田
川
・
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
７
年
度
の
施
設
内
職
業
訓

練
生
（
４
月
期
入
校
生
）
を
募
集
し

　福岡県では、音楽家が地域に滞在しながら作曲を行い関係
人口・交流人口拡大に繋げる、AIR（Artist In Residence）事
業を実施しており、今回は２つのイベントを開催します。
▶令和６年度AIR事業参加作曲家と宮川彬良による
作曲ワークショップ～作曲って何だ！？～
▷とき　令和７年１月13日㈪11時～（10時30分開場）
▶アドバイザー宮川彬良＆西本幸弘とチェリ
スト増田喜嘉によるトリオコンサート
▷とき　令和７年１月13日㈪15時～（14時30分開場）
※会場はどちらも、space for ⅡⅤⅠ（カフェクロマティック）
です。その他、詳しくは福岡県ホームページで確
認ください。また、令和７年３月30日㈰に AIR事
業参加作曲家による演奏会を予定しています。
問 日田彦山線沿線地域振興事業実行委員会事務局　
　 （☎ 092-643-3180）

教育のひろば

ア ーティストの山下良平さんがデザインした新
しい小学校（校名：添田小学校）の校章が決

定しました。山下さんは町の自然や児童との交流を
通して感じたことをデザイン化し、12作品の候補を
制作。その後、開校準備協議会で３作品に絞り、最
終的に町内小学校児童の投票により校章デザインを
決定しました。新しい校章は英彦山や児童、校庭な
どを取り入れたデザインとなっており、校章制作に
あたって山下さんは、町の教育理念である「未来を
育む学校づくり」をコンセプトに掲げ、ふるさと添
田町を愛し、地域と共に夢と希望を実現していく子
どもたちの姿を象徴としました。

【山下さんコメント】
　外枠は学びの場である校庭を表現し、そこに自然
の美しさと成長を象徴する英彦山、光、新芽を取り
入れました。元気いっぱいに校庭を駆け回る児童の
姿が校章の中心的な要素であり、その背には未来へ
の飛躍を象徴する鳥の羽が描かれています。全体の
デザインは左右対称を保ち、各要素を調和よく配置
することで、バランスの取れた学びの場を表現しま
した。この校章は、児童たちの無限の可能性と輝か
しい未来を象徴しています。

校歌制作も順調に進行中です
　シンガーソングライターの大野靖之さん作成の新
しい校歌のデモ音源や歌詞が完成しました。児童に
お披露目するため、最終段階の準備を行っています。
たくさんの児童とのふれあいから生まれた歌詞をも
とに、新しい小学校にふさわしいオリジナリティあ
ふれる校歌がま
もなく完成です。
完成後は大野さ
んが再び町を訪
れ、児童に校歌
の歌唱指導を行
います。

◉
第
５
回
自
衛
官
候
補
生

▼
試
験
日　

▽
令
和
７
年
１
月
13
日

　

㈪
〜
15
日
㈬
の
う
ち
い
ず
れ
か
１

　

日
／
筆
記
試
験
・
適
性
検
査　

▽

　

令
和
７
年
１
月
19
日
㈰
〜
21
日
㈫

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日
／
口
述
試

　

験
・
身
体
検
査

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
〜
32
歳
の
人

▼
受
付
締
切　

令
和
７
年
１
月
８
日

　

㈬
◉
高
等
工
科
学
生
生
徒

▼
試
験
日　

▽
令
和
７
年
１
月
25
日

　

㈯
ま
た
は
26
日
㈰
／
筆
記
試
験

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

15
歳
〜
16
歳
の
男
子

▼
受
付
締
切　

令
和

　

７
年
１
月
16
日
㈭

※
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
随
時
説
明
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ご
都
合
に
合
わ
せ
て

個
別
説
明
、
出
張
説

明
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

産
婦
人
科
医
の
中
山
先
生
を
講
師

に
添
田
町
婦
人
会
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。
婦
人
会
会
員
以
外
の
参
加
も

可
能
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き

12
月
22
日
㈰
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
研
修
内
容　

▽
講
演
「
成
人
病
予

　

防
に
つ
い
て
」
／
講
師
＝
中
山
産

　

婦
人
科　

院
長　

中
山
麻
子
先
生

　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
人
権
学
習

▼
申
込
方
法　

電
話
に
て
申
し
込
み

▼
申
込
期
限

12
月
18
日
㈬

※
中
山
先
生
の
ご
厚
意
で
80
歳
以
上

の
参
加
者
に
、
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

問
添
田
町
婦
人
会
重
松
さ
ん

（
☎
82
―
１
７
４
７
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

令
和
７
年
２
月
４
日

　

㈫
〜
７
月
29
日
㈫

▼
訓
練
科
名

C
A

D
・
C
A
M
エ
ン

　

ジ
ニ
ア
科
／
定
員

20
人
、
住
環
境
コ

　

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

科
／
定
員
12
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

くらしに役立つ情報満載Information
試
験
・
募
集

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練
の

施
設
内
訓
練
生
募
集

ワークショップとミニコンサートを
開催します

日田彦山線沿線地域Artist In Residence事業

訓
練
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.fukuoka-kun

ren.ac.jp/

）
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
44
―
１
６
７
６
）

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
４
９
―
62
―
６
４
４
１
）

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
授
業
を
行
う
文

部
科
学
省
・
総
務

省
所
管
の
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
な
ど
300
以

上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
４
年
以
上
在

学
し
所
定
の
単
位
数
を
修
得
す
れ
ば
、

普
通
の
大
学
と
同
様
の
学
士
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。
認
定
心
理
士
な

ど
の
資
格
取
得
に
対
応
し
た
科
目
も

開
設
し
て
い
る
ほ
か
、
修
士
や
博
士

を
目
指
す
大
学
院
も
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

令
和
７
年
３
月
11
日

　

㈫
▼
授
業
料

１
万
２
千
円（
入
学
料
別
）

※
詳
し
く
は
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ

ン
タ
ー
、
ま
た
は
放
送
大
学
北
九
州

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
（
☎
093
―
645

―
３
２
０
１
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　お久しぶりです。５月に協力隊を卒業した　
髙瀨です。協力隊卒業後は、津野地区の空き　
家を整備した「里山のシェアスペース　ツノ　
オンド」の運営と建築士として店舗や住宅な　
どの設計を行っています。ツ
ノオンドでは11月16日、田川
市にあるG

グラントリノ

RANTORINOのマ
スターを講師にコーヒーの歴
史や雑学、おいしい淹れ方な
どを学ぶ「珈琲教室」を開催
しました。定期的にイベント
や企画展を実施しています。
I
インスタグラム

nstagramで情報発信してい
ますのでご覧ください。
◉里山のシェアスペース ツノオンド
　　　　　　　　　　　　　　さまざまな人　
　　　　　　　　　　　　　が、空間を共有
　　　　　　　　　　　　　しながら仕事や　
　　　　　　　　　　　　　勉強などを行う
ことのできるコワーキングスペースです。お
茶会やイベントなどの使い方ができます。
▷営業日　毎週木曜日～土曜日（不定休あり）
▷営業時間 10時～19時（最終受付18時）
※利用料金などはInstagramで確認ください。
◉ＭＹ設計室二級建築士事務所
　２年前に開業した建築設計事務所です。店
舗・住宅・内装設計などをメインに運営して
います。

自
衛
隊
等
採
用
試
験

公
共
職
業
訓
練
生
（
２
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

↑珈琲教室の様子

問 教育委員会学校教育課学校教育係（☎82-5963）

問
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
092
―
585
―
３
０
３
３
）

▼
と
き

12
月
20
日
㈮
13
時
〜
16
時

　

／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

オ
ー

　

ク
ホ
ー
ル

※
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
役
場
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障
が
い

者
支
援
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

↑大野さんが７月に学校訪問したときの様子

　 新しい小学校の

校章が決まりました

無
料
法
律
出
張
相
談
会

ma

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

放
送
や
イ

添
田
町
婦
人
会
一
日
研
修
会

相
談

光

羽

校庭

英彦山

児童

新芽

Instagram →

協力隊の
その後…

添田町を元気に！

卒業後も津野で
元気に頑張っています



　

町
で
は
12
月
か
ら
令
和
７
年
３
月

に
か
け
て
要
援
護
者
（
災
害
時
な
ど

の
避
難
行
動
要
支
援
者
、
お
よ
び
見

守
り
支
援
が
必
要
な
人
）
の
実
態
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
要
援
護

者
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
人
の
自
宅

に
調
査
員
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、新
た
に
要
支

援
者
台
帳
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
人

は
、
役
場
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
福
祉
環
境
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
82
―
１
２
３
２
）

役
場
防
災
管
財
課
防
災
安
全
係

（
☎
82
―
４
０
０
２
）

令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
今
後
の
農

林
業
の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
、
５

年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
12

月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関
係

者
の
皆
さ
ん
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

調
査
票
の
ご
記
入
な
ど
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
役
場
農
林
業
振
興
課
農
業
振
興
係

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

平
成
16
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
対
象
者
に
は
案
内
状
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。

問
役
場
総
務
課
総
務
係

（
☎
82
―
１
２
３
１
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　
▽
故
髙
橋
和
子（
下
津

　

野
）▽
故
荒
谷
美
智
子（
下
中
元
寺
）

　

▽
故
田
村
明
（
庄
中
）
▽
故
藤
本

　

ケ
イ
子
（
庄
西
）
▽
故
西
田
暢
子

　
（
真
木
）

▼
一
般
寄
附　

天
満
宮
神
和
祭
代
表

　

丸
本
孝

　
　
　
（
令
和
６
年
11
月
14
日
現
在
）

▼
と
き

12
月
21
日
㈯
14
時
〜
（
受

　

付
13
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
立
児
童
館

▼
内
容　

大
型
絵
本
読
み
聞
か
せ
・

　

紙
芝
居
、
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ

　

ン
ス
、
○
×
ク
イ
ズ

▼
申
込
方
法　

保
護
者

　

が
電
話
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限

12
月
14
日
㈯

※
事
前
に
申
し
込
み
し
て
い
な
い
人

は
当
日
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

問
添
田
町
立
児
童
館

（
☎
82
―
３
４
０
２
）

▼
と
き　

令
和
７
年
１
月
12
日
㈰
13

時
30
分
開
式
（
受
付
12
時
30
分
〜
）

　
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　

令
和
７
年
度
に
保

育
施
設
の
利
用
を
希

望
す
る
人
は
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
保
育
園
に
入
園

し
て
い
る
児
童
も
新

た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
間

令
和
７
年
１
月
６
日

　

㈪
〜
１
月
24
日
㈮
（
土
日
祝
日
を

　

除
く
）

▼
申
込
方
法　

通
園
し
て
い
る
町
内

　

保
育
園
、
ま
た
は
役
場
健
康
子
育

　

て
応
援
課
に
申
込
書
類
を
提
出

※
申
込
書
類
は
役
場
窓
口
や
町
内
保

育
園
で
配
布
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
健
康
子
育
て
応
援
課
子
ど
も

育
成・支
援
係（
☎
82
―
５
９
６
４
）

　

固
定
資
産
税
の
課
税
基
準
日
は
１

月
１
日
で
す
。
令
和
７
年
度
の
課
税

に
あ
た
り
、
令
和
６
年
中
に
家
屋
の

新
築
や
増
築
、
取
り
壊
し
を
し
た
人

は
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、
役
場
住

民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
法
務
局
で
登
記
を

行
っ
た
人
や
報
告
済
み
の
人
は
連
絡

不
要
で
す
。

問
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
の
時
期
は
、

各
家
庭
で
暖
房
機
器
を
使
用
す
る
機

会
が
増
え
ま
す
。
お
出
か
け
前
、
お

や
す
み
前
は
も
う
一
度
、
火
の
元
の

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。
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▼
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
事
に
注
意　

▽
近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

　

な
い　

▽
給
油
す
る
と
き
や
そ
の

　

場
を
離
れ
る
と
き
、
寝
る
と
き
は

　

必
ず
火
を
消
す　

▽
ス
プ
レ
ー
缶

　

や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
近
く
で
使

　

わ
な
い
、
置
か
な
い　

▽
火
が
つ

　

い
た
ま
ま
移
動
さ
せ
な
い　

▽
決

　

め
ら
れ
た
燃
料
以
外
使
用
し
な
い

▼
こ
た
つ
か
ら
の
火
事
に
注
意　
　

▽
こ
た
つ
の
中
に
座
椅
子
や
掛
布

　

団
な
ど
を
押
し
込
ま
な
い　

②
こ

　

た
つ
の
中
で
衣
類
を
乾
か
さ
な
い

問
田
川
地
区
消
防
署

（
☎
44
―
０
６
５
０
）

お
知
ら
せ
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要
援
護
者
の

実
態
調
査
を
行
い
ま
す

火
事
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

火
の
元
の
点
検
を

－年末・年始－
業務と休み

 役場・各関係機関
 代表（☎82-1231） 閉庁日／12月28日㈯～１月５日㈰

 図書館（☎82-4800） 休館日／12月28日㈯～１月４日㈯

 児童館（☎82-3402） 休館日／12月28日㈯～１月４日㈯

 そえだジョイ
 （☎82-5600）

休館日／12月29日㈰～31日㈫
12月28日㈯の営業は19時まで
 １月１日㈬～３日㈮の受付は、
 子供室10時～16時、入浴施設13時～16時
 事務局／12月29日㈰～１月３日㈮は休業

 歓遊舎ひこさん
（☎47-7039） 休館日／12月31日㈫～１月３日㈮

クアハウスハピネス
 （☎82-5061）

休館日／12月29日㈰～１月３日㈮
12月28日㈯の営業は９時30分～17時

町バス・まちいこカー
（役場まちづくり推
進係／☎82-5965）

町バス運休日／12月29日㈰・30日㈪
 ※12月31日㈫～１月３日㈮は土日・祝日
の時刻表で臨時運行。「神宮下」には停まり
ません。
まちいこカー運休日／12月28日㈯～１月５日㈰

 ごみ収集
 （役場環境保全係
  ／☎82-1232）

【燃えるごみ収集日程】
月・木収集地区12月30日㈪まで（年始６日㈪～）
火・金収集地区12月31日㈫まで（年始７日㈫～）
※不燃、粗大、資源ごみの収集と個人で
の持ち込みは12月27日㈮まで。年始は１月
６日㈪から。

 し尿くみ取り
年末し尿くみ取り申込締切12月20日㈮
年始し尿くみ取り申込開始１月４日㈯
問㈲桑野衛生（☎82-2288）
　  ㈲添田環境サービス（☎82-0450）

 田川地区斎場
 （☎42-8002） 定休日／１月１日㈬

 田川地区急患
 センター
 （☎45-7199）

診療日／12月29日㈰～１月３日㈮、５日㈰
受付時間／【内科・小児科】９時～11時30分、
13時～16時30分、18時～22時30分
【外科】９時～11時30分、13時～16時30分
※12月28日㈯・１月４日㈯は、土曜日診療
（受付時間：18時～22時30分／内科・小児科
のみ）です。
※マイナンバーカードを持っている人も、
資格確認証か従前の保険証（その他の医療
証など）を一緒に持参してください。

役場や各機関の年末年始の業務
と休みは次のとおりです。お間
違えのないようにお願いします。

家
屋
の
新
築
、増
築
、取
り
壊
し
を

行
っ
た
人
は
連
絡
を

●人　口　8,340 人（ー20人）
●男　性　3,955 人（ー４人）
●女　性　4,385 人（ー16人）
●世帯数　4,379世帯（ー10世帯）

人の動き 10月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
12月17日㈫、令和７年１月７日㈫

●税理士による無料相談（役場会議室／予約優先）
12月25日㈬（13時30分～）

問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）
●補聴器相談（役場ロビー／13時～）
12月11日㈬（13時～）、12月13日㈮（15時～）

●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
12月10日㈫、令和７年１月14日㈫

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
12月10日㈫（10時～）、12月26日㈭（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

警察署からのお知らせ
●年末年始の特別警戒を実施します
　福岡県警では12月１日から令和７年１月３日ま
で「年末年始における特別警戒活動」を実施しま
す。年末年始は休業中や帰省中を狙った侵入窃盗
の被害が増加するおそれがあります。防犯ポイン
トを知り、被害に遭わないよう気をつけるととも
に、家族や地域で声をかけ合って、穏やかな年末
年始を迎えましょう。
≪防犯ポイント≫
　▶ごみ捨てなどの短時間の外出でも をかける
　▶２階の窓も確実に をかける　▶足場になる
　物を家の周りに置かない　▶窓には補助錠を取
　りつける　▶防犯ガラス、防犯フィルムを活用
　する　▶カギを郵便受けなどに隠さずしっかり
　と管理する　▶長期間外出するときは、新聞を
　止めるなど留守を悟られないようにする

問  田川警察署（☎42-0110）

10月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 12（±０） 111
　人身事故 ０（－２） ８
　死亡者 ０（±０） ０
　負傷者 ０（－５） 10

●出生　１ 人
●死亡 12 人
●転入 16 人
●転出 25 人

納期限のお知らせ
●令和７年１月６日㈪が納期限です
　▷町県民税（４期）
　▷国民健康保険税（６期）
　▷後期高齢者医療保険料（６期）
　口座振替は12月25日㈬です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

年末年始は特別運行を行います
◉英彦山スロープカーからのお知らせ

　英彦山スロープカーでは毎年、年末年始に臨時便を
運行しています。
◉年末年始の営業時間
▷12月31日㈫　８時40分～15時10分（上り最終14時40分）
　　　　　　　22時～２時50分（上り最終２時20分）
▷１月１日㈬～通常営業
　　　　　　　８時40分～17時10分（上り最終16時40分）
問 英彦山スロープカー （☎ 85-0375）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

  （
敬
称
略
）

【
11
月
11
日
㈪
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
１
件
／
面
積
４
３
６
㎡
を
許
可

※
令
和
７
年
１
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地

申
請
の
締
め
切
り
は
、
12
月
25
日
㈬
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

農業委員会報告

くらしに役立つ情報満載Information
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

要
で
す
。

。

令
和
７
年
度
保
育
施
設
利
用
申
込

ます
便を

40分）分）
）

　JR九州と任天堂がコラボし、限定車
両が添田駅から日田駅間を走行します。
▶走行期間　12 月７日㈯から令和７年
　６月30日㈪まで
▶出発式を行います
▷とき 12月14日㈯12時35分～
▷ところ　添田駅
▷内容　ゲームキャラクターのピク
　ミンがラッピングされた車両が３台
　連なって添田駅を12時47分に出発し
　ますので、お手振りをお願いします。
※各県に１駅「ピクミン駅」を設置し、
福岡県では筑前岩屋駅が装飾されます。
問 役場まちづくり課まちづくり推進係
　 （☎82-5965）

BRT区間をピクミン
トレインが走ります

魅惑の惑星キュウシュウを探索せよ

令
和
６
年
度
二
十
歳
の
つ
ど
い

児
童
館
ク
リ
ス
マ
ス
☆
フ
ェ
ス
タ

日
㈯
日
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
副
町
長
の

柴
田
で
す
。
今
回
、
寺
西
町
長
か

ら
「
町
長
室
」
を
お
借
り
し
て
お
り

ま
す
。
▼
早
い
も
の
で
、
副
町
長
に

就
任
し
て
８
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
縁
が
な
か
っ

た
添
田
町
で
す
が
、
実
際
に
住
ん
で
み
て
感
じ
た
こ
と
を
少
し

だ
け
お
伝
え
し
ま
す
。
▼
就
任
当
初
に
も
感
じ
ま
し
た
が
、
町

の
皆
さ
ん
の
言
葉
や
表
情
が
い
つ
も
温
か
い
で
す
。
こ
れ
ま
で

色
々
な
地
域
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
つ

も
歓
迎
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。「
町
を
頼
ん
だ
よ
！
」
と
𠮟
咤

激
励
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
背
筋
が
伸
び

る
思
い
で
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
頑
張
り
ま

す
。▼
気
に
な
る
点
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、職
員
を
含
め
、色
々

な
方
が
こ
の
町
を
「
何
も
な
い
」
町
だ
と
言
わ
れ
る
点
で
す
（
謙

遜
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
）。
よ
そ
か
ら
来
た
人
間
が
何
を
言
っ

て
い
る
ん
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
、
こ
の

町
は
「
何
も
な
い
」
こ
と
は
な
く
、
伸
び
し
ろ
や
可
能
性
を
感

じ
る
の
で
す
。
▼
例
え
ば
、
私
は
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
か
ら
英
彦

山
へ
の
道
中
の
、
彦
山
川
を
左
手
に
見
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
が

と
て
も
好
き
で
す
し
、
銅
鳥
居
か
ら
見
た
参
道
の
景
色
も
好
き

で
す
。
こ
う
し
た
「
景
観
」
は
添
田
の
唯
一
無
二
の
武
器
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。
▼
そ
れ
か
ら
、
町
が
情
報
格
差
の
是
正
を
目

的
に
町
全
域
に
整
備
し
た
「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
」
は
、
実
は
他
の

地
域
よ
り
も
通
信
速
度
が
速
く
、
安
定
し
て
い
る
こ
と
は
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
武
器
に
で
き
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
活

用
し
て
、
老
若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
最

先
端
の
イ
ベ
ン
ト
が
添
田
町
で
出
来
た
ら
…
夢
が
膨
ら
み
ま

す
。
▼
私
は
こ
の
町
に
来
て
日
が
浅
い
か
ら
こ
そ
、
町
が
新
鮮

に
映
り
ま
す
。
そ
れ
を
素
直
に
受
け
止
め
、
前
向
き
に
発
信
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
改
め
て
町
の
良
い
と
こ

ろ
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
前
向
き
に
捉
え
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。
▼
以
上
、
私
の
雑
感
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
町
長
を
補
佐
し
な
が
ら
、
町
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第48回
添田町

11月２日と３日の２日間、
オークホールで添田町文化連
盟主催の第48回添田町総合文
化祭が開催されました。日々の稽古や
制作活動に励んできた集大成を発表する文化祭。ステー
ジでは大正琴や創作舞踊、詩吟などが披露され、ロビー
などでは生け花やさげもん、書道などの作品展示が会場
に訪れた多くの人を魅了していました。

間、
化連
合文
日々の
大成を発表する文化祭。ステー
の稽古や
を発表す 文化祭

総合文化祭そ
え

報

第第第第第第第第第第第第第第第第第第4444444444444444488888888888888888888回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
添添添添添添添添田田田田田田田町町町町町町町町

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。
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